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(57)【要約】
【課題】耐摩耗性及び耐擦り傷性に優れた合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物を提供する。
【解決手段】分子量５．０×１０３以下の二官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマ
ー（ａ１）および分子量５．０×１０３以下の三官能ウレタン（メタ）アクリレートオリ
ゴマー（ａ２）からなるウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と、二官能（メ
タ）アクリレートモノマー（ｂ１）および一分子中に三つ以上の不飽和二重結合を有する
多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２）からなる（メタ）アクリレートモノマー（
Ｂ）を含有してなり、重量比が（Ａ）：（Ｂ）＝２０：８０～８０：２０である合成樹脂
製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物である。

【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
分子量５．０×１０３以下の二官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ１）お
よび分子量５．０×１０３以下の三官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ２
）からなるウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と、二官能（メタ）アクリレ
ートモノマー（ｂ１）および一分子中に三つ以上の不飽和二重結合を有する多官能（メタ
）アクリレートモノマー（ｂ２）からなる（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）を含有し
、
前記ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と前記（メタ）アクリレートモノマ
ー（Ｂ）の重量比が（Ａ）：（Ｂ）＝２０：８０～８０：２０であることを特徴とする
合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項２】
前記二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）と前記多官能（メタ）アクリレートモ
ノマー（ｂ２）の重量比が（ｂ１）：（ｂ２）＝１０：９０～９０：１０であることを特
徴とする請求項１に記載の合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項３】
平均粒径が１０μｍ以下の有機粒子又は無機粒子を含有してなる請求項１または２のいず
れかに記載の合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載の合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を
表面に被覆し硬化してなる合成樹脂製床材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物及びそれを被覆してなる合
成樹脂製床材に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来より、建築物や車輌などの床仕上げ材としてポリ塩化ビニルなどの合成樹脂製床材が
広く使用されている。この合成樹脂製床材は靴を履いて歩行する際の靴底との摩擦による
汚れ（ヒールマーク）が付きやすいなど、一般的に耐汚染性に劣る為、通常施工後にワッ
クス処理などの防汚処理が施されるが、防汚性を維持する為に定期的に古いワックスを除
去してから再度ワックス処理を行うといったメンテナンスを行わなければならない。それ
らメンテナンス作業はコストと時間がかかる上、廃液が大量に出るなどの環境面でのデメ
リットも多い。
【０００３】
ワックスなどの防汚処理が不要な床材として、紫外線や電子線などの活性エネルギー線に
より硬化する樹脂組成物を被覆した合成樹脂製床材が提案されている（特許文献１、２）
。活性エネルギー線硬化性樹脂は活性エネルギー線を照射することにより瞬時に架橋反応
によって硬化する樹脂であり、床材に被覆することにより優れた耐汚染性を付与すること
が可能である。
【０００４】
しかしながら、これら活性エネルギー線により硬化する樹脂組成物を被覆した合成樹脂製
床材は耐汚染性には優れていても、耐摩耗性及び耐擦り傷性が十分とはいえなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平６－１３６６６８
【特許文献２】特許平６－２５６４４４
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は上記問題を解決するものであり、耐摩耗性及び耐擦り傷性に優れた合成樹脂製床
材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を提供することであり、またこのような合成樹脂
製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を被覆してなる合成樹脂製床材を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、特定のウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と（メタ）アクリレ
ートモノマー（Ｂ）を含有することで上記課題を解決したものであって、より詳細には、
二官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ１）及び三官能ウレタン（メタ）ア
クリレートオリゴマー（ａ２）からなるウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）
と、二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）及び一分子中に三つ以上の不飽和二重
結合を有する多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２）からなる（メタ）アクリレー
トモノマー（Ｂ）を含有することを要旨とする。
係る課題を解決する為の具体的手段としては、分子量５．０×１０３以下の二官能ウレタ
ン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ１）及び分子量５．０×１０３以下の三官能ウレ
タン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ２）からなるウレタン（メタ）アクリレートオ
リゴマー（Ａ）と、二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）及び一分子中に三つ以
上の不飽和二重結合を有する多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２）からなる（メ
タ）アクリレートモノマー（Ｂ）を含有し、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（
Ａ）と（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）の重量比が（Ａ）：（Ｂ）＝２０：８０～８
０：２０であることを特徴とする合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物で
あって、さらに、二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）と多官能（メタ）アクリ
レートモノマー（ｂ２）の重量比が（ｂ１）：（ｂ２）＝１０：９０～９０：１０である
ことを特徴とする合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物であって、さらに
、平均粒径が１０μｍ以下の有機粒子あるいは無機粒子を含有していることを特徴とする
合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物である。またさらに上記合成樹脂製
床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を表面に被覆硬化してなる合成樹脂製床材を提
供することである。
【発明の効果】
【０００８】
上記のような構成としたことにより、耐摩耗性および耐擦り傷性に優れた合成樹脂製床材
用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物となるため、これを被覆した合成樹脂製床材は簡単
なメンテナンスのみで長期にわたって美観を維持することができ、また歩行量の多い場所
にも好適に使用することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
以下、本発明について詳細を説明する。以下の説明で合成樹脂製床材用活性エネルギー線
硬化性樹脂組成物を単に活性エネルギー線硬化性樹脂組成物と記載する場合がある。
【００１０】
ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）は、一分子中に二つの不飽和二重結合を
有する二官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ１）および一分子中に三つの
不飽和二重結合を有する三官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ２）であり
、実用上の作業性に関わる硬化反応前の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の粘度や反応
性の観点から分子量５．０×１０３以下のものが使用でき、分子量が１．０×１０３～３
．０×１０３のものが好適に用いられる。また、耐光性を考慮すると、脂肪族ウレタンア
クリレートが好適に用いられる。
【００１１】
二官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ１）としてはＥＢＥＣＲＹＬ２１０
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、ＥＢＥＣＲＹＬ２３０、ＥＢＥＣＲＹＬ２７０、ＥＢＥＣＲＹＬ８４０２、ＥＢＥＣＲ
ＹＬ９２７０、ＥＢＥＣＲＹＬ２１５、ＥＢＥＣＲＹＬ６２０２、ＥＢＥＣＲＹＬ２４４
、ＥＢＥＣＲＹＬ２４５、ＥＢＥＣＲＹＬ２８４、ＥＢＥＣＲＹＬ２８５（以上ダイセル
・サイテック製）、紫光ＵＶ－６６３０Ｂ、紫光ＵＶ－３３１０Ｂ、紫光ＵＶ－６６４０
Ｂ（以上日本合成化学工業製）、ＵＡ－１２２Ｐ、Ｕ－２００ＰＡ、ＵＡ－４２００（以
上新中村化学工業製）、アートレジンＵＮ－３３３、アートレジンＵＮ－２６００、アー
トレジンＵＮ－２７００、アートレジンＵＮ－９０００ＰＥＰ（以上根上工業製）などが
市販品として入手できる。
三官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ２）としては、ＥＢＥＣＲＹＬ８７
０１、ＥＢＥＣＲＹＬ９２６０、ＥＢＥＣＲＹＬ２０４、ＥＢＥＣＲＹＬ２０５、ＥＢＥ
ＣＲＹＬ２６４、ＥＢＥＣＲＹＬ２６５、ＥＢＥＣＲＹＬ２９４／２５ＨＤ、ＥＢＥＣＲ
ＹＬ４８２０（以上ダイセル・サイテック製）、紫光ＵＶ－７５５０Ｂ（以上日本合成化
学工業製）等が市販品として入手できる。
なお、これら市販品のウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーが希釈剤として（メタ）
アクリレートモノマーを含有する場合、後述の（メタ）アクリレートモノマーとの重量比
となるように調整して使用すれば良い。
【００１２】
二官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（ａ１）と三官能ウレタン（メタ）アク
リレートオリゴマー（ａ２）の重量比は特に限定されないが、硬化反応前の活性エネルギ
ー線硬化性樹脂組成物の粘度や耐汚染性を考慮すると、重量比が（ａ１）：（ａ２）＝１
０：９０～９０：１０であることが好ましく、より好ましくは３０：７０～８０：２０で
ある。
【００１３】
（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）は、一分子中に二つの不飽和二重結合を有する二官
能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）及び一分子中に三つ以上の不飽和二重結合を有
する多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２）である。
二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）としては１，４－ブタンジオールジ（メタ
）アクリレート、１，３－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジ
オールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、エチレ
ングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート
、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレートポリエチレング
リコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、
トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート等が挙げられ、これらを単独または併
用して用いることができる。
【００１４】
多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２）としては、トリメチロールプロパントリ（
メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アク
リレート、プロピレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート
、エピクロルヒドリン変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエ
リスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、エチレンオキサイド変性ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジト
リメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メ
タ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレ
ート等が挙げられ、これらを単独または併用して用いることができる。
【００１５】
二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）と多官能（メタ）アクリレートモノマー（
ｂ２）の重量比は（ｂ１）：（ｂ２）＝１０：９０～９０：１０が好ましく、より好まし
くは（ｂ１）：（ｂ２）＝２０：８０～８０：２０である。このような範囲の組成とする
ことにより、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は適度な柔軟性と優れた耐汚染性を有す
るものとなり、柔軟な長尺シート状の合成樹脂製床材にも好適に使用でき、なおかつこれ
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を被覆した合成樹脂製床材はより汚れの付きにくい床材となる。
【００１６】
これら二官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ１）及び一分子中に三つ以上の不飽和二
重結合を有する多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２）の中には皮膚刺激性が大き
いものもあるため、作業上の安全性を考慮するとドレーズ法により測定した皮膚一次刺激
性インデックス（ＰＩＩ）が２以下のものを使用することが好ましい。さらに硬化反応後
の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の柔軟性も考慮すると、アルキレンオキサイドなど
によって変性したものがより好適に用いられる。
【００１７】
また耐汚染性や硬化反応の反応性の面からは多官能（メタ）アクリレートモノマー（ｂ２
）としては不飽和二重結合を多く有するものが有利であるが、硬化反応後の活性エネルギ
ー線硬化性樹脂組成物の柔軟性を考慮すると一分子中に三つまたは四つの不飽和二重結合
を有するものが好ましい。
【００１８】
ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）
の重量比は、（Ａ）：（Ｂ）＝２０：８０～８０：２０であり、好ましくは（Ａ）：（Ｂ
）＝３０：７０～６０：４０である。（Ａ）：（Ｂ）の重量比が２０：８０より（Ａ）の
比率が小さいと耐摩耗性や耐擦り傷性などの性能を満足するものが得られず、（Ａ）：（
Ｂ）の重量比が８０：２０より（Ａ）の比率が大きいと硬化反応前の活性エネルギー線硬
化性樹脂組成物の粘度が高くなるため合成樹脂製床材の表面に塗工する際に均一な厚みに
塗工できないなど、塗工性に問題が生じてくる。ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマ
ー（Ａ）と（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）の重量比を上記の範囲とすることにより
、耐摩耗性及び耐擦り傷性に優れた合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物
となる。
【００１９】
光重合開始剤としては、ヒドロキシアセトフェノン、アミノアセトフェノン、ベンゾイン
、ベンゾインエーテル、ベンジルケタール、ベンゾフェノン、チオキサンソン、フォスフ
ィンオキサイド、グリオキシエステル、オキシ酢酸エステルなどの従来公知のものを単独
または併用して用いることができる。上記光重合開始剤の添加量は反応性樹脂成分（ウレ
タン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）の総
量）１００重量部に対して、１～２０重量部であり、好ましくは３～１５重量部である。
なお、電子線により硬化させる場合は、光重合開始剤は不要である。
【００２０】
さらに活性エネルギー線硬化性樹脂組成物に有機粒子又は無機粒子を添加することにより
、より耐擦り傷性に優れるものとすることができる。本発明で用いられる有機粒子として
はアクリル樹脂、ウレタン樹脂、フッ素樹脂、シリコーン、メラミン樹脂、スチレン樹脂
などが挙げられ、無機粒子としては炭酸カルシウム、シリカ、アルミナ、酸化チタン、水
酸化マグネシウム、酸化亜鉛、ケイ酸カルシウム、水酸化アルミニウムなどが挙げられ、
それらを単独あるいは併用して用いる事ができるが、好ましくはアルミナが用いられる。
また上記の有機粒子及び無機粒子の平均粒径は１０μｍ以下のものが好ましい。上記有機
粒子及び無機粒子は粒子単体で添加してもよく、あるいは適切な分散媒にあらかじめ分散
してから添加してもよい。上記有機粒子及び無機粒子の添加量は反応性樹脂成分（ウレタ
ン（メタ）アクリレートオリゴマー（Ａ）と（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）の総量
）１００重量部に対して、１０重量部以下が好ましく、より好ましくは１～５重量部であ
る。
【００２１】
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物にはその他添加剤として、光増感剤、消泡剤、レベリ
ング剤、紫外線吸収剤、光安定剤、艶消し材など従来公知のものを添加することができる
。また、機能性を付与する目的で抗菌剤、帯電防止剤などを必要に応じて適宜添加するこ
とができる。
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【００２２】
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は前述の各成分を通常の方法により混合して製造する
ことができる。製造された該組成物の粘度はハンドリング性や合成樹脂製床材への塗工性
を考慮すると、２５℃においてＢ型粘度計により測定した粘度が２０００ｍＰａ・ｓ以下
であることが好ましく、より好ましくは２００ｍＰａ・ｓ～１５００ｍＰａ・ｓである。
【００２３】
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗工する合成樹脂製床材に用いられる合成樹脂には
熱可塑性樹脂及び熱硬化性樹脂が挙げられる。熱可塑性樹脂としてはポリ塩化ビニル系樹
脂、ポリオレフィン系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂
などが挙げられる。また熱硬化性樹脂としてはフェノール樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン
樹脂、尿素樹脂、メラミン樹脂などが挙げられる。それらのうち、加工性や床材としての
施工容易性の面から、熱可塑性樹脂が好ましく、中でも塩化ビニル系樹脂が好ましく用い
られる。
【００２４】
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は合成樹脂製床材の表面に公知の方法により塗工した
後、活性エネルギー線を照射し硬化させることにより合成樹脂製床材に積層される。合成
樹脂製床材への塗工はグラビアコーター、ロールコーター、ナイフコーター、スプレーコ
ーター、ダイコーターなどの公知の方法により行うことができるが、表面外観を考慮する
とロールコーターによる塗工が好ましい。また硬化後の塗膜の厚みは耐久性及び柔軟性を
考慮すると、通常５μｍ～１００μｍ程度であり、好ましくは１０μｍ～５０μｍである
。このような厚みとすることにより、巻物状にして運搬する長尺の床材にも好適に用いる
ことができる。
【００２５】
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を上記方法にて合成樹脂製床材に塗工した後、紫外線
や電子線などの活性エネルギー線を照射して硬化させるが、紫外線の場合の照射エネルギ
ーは硬化性や硬化後の柔軟性などを考慮すると３６５ｎｍ積算光量にて２００ｍＪ／ｃｍ
２～１５００ｍＪ／ｃｍ２が好ましい。
【００２６】
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を被覆した合成樹脂製床材は必要に応じて種々の形状
のエンボス加工を施すことができる。エンボス加工を施す際の合成樹脂製床材表面の加熱
温度は１１０℃～１４０℃が好ましい。
【実施例】
【００２７】
以下、実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれら実施例に限定される
ものではない。
【００２８】
　実施例および比較例に使用した活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の配合を表１および
表２に示す。各配合剤の名称あるいはグレード名は以下の通りである。
　二官能ウレタンアクリレートオリゴマー１（表中「ａ１－１」）：
ＥＢＥＣＲＹＬ９２７０（ダイセル・サイテック製，分子量１．０×１０３）
　二官能ウレタンアクリレートオリゴマー２（表中「ａ１－２」）：
紫光ＵＶ－６６３０Ｂ（日本合成化学工業製，分子量３．０×１０３）
　三官能ウレタンアクリレートオリゴマー（表中「ａ２－１」）：
　　　　　ＥＢＥＣＲＹＬ９２６０（ダイセル・サイテック製，分子量１．５×１０３）
　二官能アクリレートモノマー１（表中「ｂ１－１」）：
　　　　　ＴＰＧＤＡ（ダイセル・サイテック製，ＰＩＩ値：１．９）
　二官能アクリレートモノマー２（表中「ｂ１－２」）：
　　　　　ＨＰＮＤＡ（ダイセル・サイテック製，ＰＩＩ値：０．８）
　三官能アクリレートモノマー（表中「ｂ２－１」）：
　　　　　ＴＭＰＥＯＴＡ（ダイセル・サイテック製，ＰＩＩ値：０．４）
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　四官能アクリレートモノマー（表中「ｂ２－２」）：
　　　　　ＥＢＥＣＲＹＬ４０（ダイセル・サイテック製，ＰＩＩ値：１．５）
　単官能アクリレートモノマー（表中「単官能モノマー」）：
　　　　　ＩＢＯＡ－Ｂ（ダイセル・サイテック製，ＰＩＩ値：１．８）
光重合開始剤：
　　　　ＩＲＵＧＡＣＵＲＥ７５４（ＢＡＳＦジャパン製）
　アルミナ粒子：
　　　　　ＡＸ３－３２（新日鉄マテリアルズ製，平均粒径（ｄ５０）：２．５～４．５
μｍ）　

【００２９】
【表１】

【００３０】
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【表２】

【００３１】
＜実施例１～９＞
　上記表１および表２の配合Ｎｏ．１～９の各組成物をディスパーにて混合・攪拌して塗
料を作製し、厚さ２ｍｍの軟質塩ビシートにバーコーターを用いて硬化後の塗膜の厚さが
３０μｍになるように塗工し、高圧水銀ランプ（アイグラフィックス社製）にて５００ｍ
Ｊ／ｃｍ２の３６５ｎｍ積算光量で硬化させて床シートを得た。
【００３２】
＜比較例１～４＞
表２の配合Ｎｏ．１０～１３の各組成物を用いて実施例と同様に床シートを得た。
【００３３】
上記実施例および比較例の床シートについて、塗工性、耐摩耗性、耐擦り傷性、耐汚染性
（耐ヒールマーク性、耐溶剤性）、柔軟性の評価を行った。
【００３４】
＜塗工性＞
床シートを作製する際の塗料の塗工作業性と床シートの表面状態を観察した。
　　○：塗工作業性が良く、平滑に塗工できて表面状態も良好である。
　　△：塗工作業性は問題ないが、若干塗工ムラが発生する。
　　×：塗工作業性に問題あり、塗料として使用できない。
【００３５】
＜耐摩耗性＞
ＪＩＳ　Ｋ　７２０４に準拠して試験した。テーバー摩耗試験機にて、摩耗輪ＣＳ－１７
、片腕荷重１ｋｇの条件で塗膜面を１０００回転させた後の摩耗減厚※を測定した。
※摩耗減厚＝試験前の床シートの厚み－試験後の床シートの厚み
　　○：摩耗減厚が２０μｍ未満
　　△：摩耗減厚が２０μｍ以上３０μｍ未満
　　×：摩耗減厚が３０μｍ以上
【００３６】
＜耐擦り傷性＞
平面摩擦試験機（東洋精機製作所製）のアーム先端にスチールウールＮｏ．０００を取り
付け、５００ｇの荷重をかけて塗膜表面を１０往復ラビングした後の傷の有無を観察した
。
　　◎：非常に目立たない
　　○：目立たない
　　△：やや目立つ
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　　×：かなり目立つ
【００３７】
＜耐汚染性（耐ヒールマーク性）＞
ＪＩＳ　Ｋ　３９２０に記載のスネルカプセルテスターに標準ゴムブロックを５個入れ、
床シートを塗膜面がゴムブロックと接触する向きにセットして４０ｒｐｍの回転数で正転
５分・反転５分を２サイクル回転させたあと、床シートを取り出して塗膜面を乾いた布で
拭いた後のヒールマークの付着の程度を観察した。
　　○：付着なし
　　△：やや付着あり
　　×：激しく付着あり
【００３８】
＜耐汚染性（耐溶剤性）＞
ＪＩＳ　Ａ　１４５４（汚染性試験）に準拠して試験した。塗膜に溶剤としてクロロホル
ムを滴下し、シャーレをかぶせて１日静置後に中性洗剤を含む水で洗浄し、ついでエタノ
ールをしみこませた布で塗膜表面を洗浄した後の材質変化の有無を観察した。 
　　○：変化なし
　　△：やや変化
　　×：大きく変化
【００３９】
＜柔軟性＞
ＪＩＳ　Ａ　１４５４（柔軟性試験）に記載のマンドレル装置の直径が１０ｍｍの円柱に
塗膜面が外側になるように床シートを巻きつけた後の塗膜のヒビ割れの有無を観察した。
　　○：ヒビ割れなし
　　△：１ｍｍ未満の細かいヒビがややみられる
　　×：１ｍｍ以上のヒビ割れあり　 
【００４０】
評価結果を表３および表４に示す。

【００４１】
【表３】

【００４２】
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【００４３】
表３，４に示したとおり、実施例１～９は耐摩耗性、耐擦り傷性、耐汚染性、柔軟性と床
材としての性能をバランスよく有したものであった。また無機粒子であるアルミナ粒子を
添加したものについては、更に耐擦り傷性に優れた結果となった（実施例２，３）。比較
例１，２は二官能アクリレートモノマー（ｂ１－１，ｂ１－２）もしくは多官能アクリレ
ートモノマー（ｂ２－１，ｂ２－２）の代わりに単官能アクリレートモノマーを配合した
ものであり、耐擦り傷性が不十分でさらに耐汚染性が悪い傾向であった。比較例３，４は
ウレタンアクリレートオリゴマーとアクリレートモノマーのいずれか一方のみを配合した
ものであり、アクリレートモノマーのみであると樹脂組成物の粘度が低いために塗工時に
流れてしまい十分な厚みの塗膜が得られず、耐摩耗性が不十分であった（比較例３）。ま
たウレタンアクリレートオリゴマーのみであると樹脂組成物の粘度が高過ぎて所定の厚み
に均一に塗工することができなかった（比較例４）。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　合成樹脂製床材用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を被覆した合成樹脂製床材は耐摩
耗性および耐擦り傷性に優れる為、簡単なメンテナンスのみで長期にわたって美観を維持
でき、店舗や病院、オフィス、学校などの施設や電車、バスなどの乗り物など、歩行量の
多い場所の床材として好適である。また、良好な柔軟性を有するため、長尺の合成樹脂製
床材の表面層としても利用することができる。
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